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５／１９岐阜新聞掲載 
初夏の陽が降り注ぎ、海に山にと楽しいレジャーが待っている季節がやって

きますが、子ども達の紫外線には絶対、注意をしましょう！母子手帳から「日

光浴」と言う言葉が消えてからもう２０年位経つでしょうか。子どもの発達

に、日光は必要だけれど、昔と今では陽の光が違うということを知っておき

ましょう。特に夏は冬の 3 倍の紫外線が降り注ぐといわれ５月は夏と同じく

らいの紫外線量だと言われます。 

肌が薄く，細胞分裂の盛んな乳幼児期には紫外線が皮膚の深くまで達し、傷つ

いた細胞がコピーされ、成人後の皮膚がんや白内障など健康へのリスクが大

きいと言われています。生れてから 18歳迄に、一生のうちに浴びる紫外線の

８０％を浴びてしまうとも言われます。園の子ども達も、砂場やプールに遮光

ネットを張ったり、たれ付きの帽子をかぶったり、外で砂遊びをする時は「お

日様の方に背中を向けて遊ぼうね」と話しています。昔は、真っ黒になって外

を飛び回るのが健康な子どもと言われていましたが、今は太陽の光には十分

注意が必要ですね。お出かけには、必ず帽子をかぶり、日焼け止めクリームを

塗ったり、海や山に出掛けるときは、長袖などで、肌を守るといいですよ。 

Ａ波はお母さん方のしわやしみの原因にもなるから要注意！ですね。 

 

朝の体操とスキップで一日がはじまるよ. 

熱中症．食中毒． 

ノロウイルスに注意！ 

帽子をかぶってね 


